
 

 

 

 
 大きな問題と捉えて団体交渉に臨んでいる。 

 第６回中央執行委員会(11 月 6日開催)で、「中止・見直し」を求めることを決定した。 

 また、会社の回答によっては、12 月に臨時の機関開催を決定した。 
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 夕方ラッシュ帯の 3 編成減は、上野東京ライン開業により京浜東北線

の輸送量が減るからであり、乗務員基地再編によって車両が出せない

わけではない。 

 

① 「悪化する部分もあるがトータルとして向上」の意味 

悪化する部分としては、鶴見折返し時の入換補助の手配が遠くになる

ことと、東十条の臨時折返し時の長時間連続乗務。 

② 上野東京ライン開業は別物 

「上野東京ライン開業により旅客流動は変化するが、乗務員基地がど

こにあっても変化した輸送体系に対応できる。」 

③ 輸送品質の課題の解決はダイヤ改正 

上野東京ライン開業後に想定外の輸送品質上の課題が生じた場合、次

のダイヤ改正で問題を解消していく。 

④ 下十条運転区廃止を先行する理由 

施策の目的は、輸送品質の向上だけでなく、できるところから進める。 


